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【脳機能計測、特に認知的脳情報やコミュニケーションに伴う脳機能の計測】
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2020.音を聞かせた時の信号（脳磁場）分布と脳活動部位の推定の例

脳磁計（MEG）の構成

Dual MEG の概念図

　健康科学、予防医学の基盤技術として健康状態の定量化が望まれる。「ス
トレス」「快、不快」「予測」「注意」といった高次な認知的脳情報を計測し、
定量化できれば、精神の健康状態の指標となり、精神疾患の初期診断や薬
効の客観的評価につながることが期待できる。また、記憶能力は疾患や加
齢によって低下する。記憶過程に伴う脳活動を読み出すことができれば、
同様に加齢や精神疾患の定量評価に有用である。
　研究には脳機能を無侵襲で計測できる脳磁計（MEG）を主に用いている。
脳磁計はミリ秒レベルの高い時間分解能を持つとともに、脳内の活動部位を推
定できるので、信号処理の時間経過を追跡することができる。主に健常成人を
対象として、特徴的な画像（視覚刺激）や音声（聴覚刺激）を与えて外因性、
内因性の脳活動を誘起したり、短期記憶課題を行わせたりして、脳が発生する
信号（磁場）を計測したり、その源となる活動部位を推定したりしている。
　大学に移籍するまでは主に生体計測用センサ（超伝導、半導体、圧電体）
や計測システムの研究開発を行ってきた。大学移籍後は、情動（快・不快）
やその予測、短期記憶、音楽認知などに伴う脳活動の研究で成果を得ている。
近年、学内にある 2 台の MEG を光ファイバーで接続し、2 人が自然にコミュ
ニケーションしている時の脳活動を同時記録できるようになった。コミュニ
ケーションは人間社会の基盤であり、広汎な脳機能が関わっていると考えら
れる。この MEG ハイパースキャニングシステムを用いて、非言語（ジェス
チャー）、言語（交互発話）、音楽などによるコミュニケーションの研究を行っ

ている。
（https://www.hs.hokudai.ac.jp/hsths/yokosawa/）




